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妙法院門跡

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
夏
本
番
で
す

ね
。
熱
中
症
や
熱
射
病
に
な
ら
な
い
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

今
年
の
か
わ
ら
版
は
実
録
・
覚
王
山
日

泰
寺
縁
起
を
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
い
よ

い
よ
ご
真
骨
（
世
界
的
に
本
物
と
認
め
ら

れ
て
い
る
仏
舎
利
）
が
京
都
に
到
着
し
ま

す
。

★
苦
難
の
海
路
、
情
勢
激
変

   

一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
六
月

十
九
日
、
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
国
王

か
ら
仏
舎
利
を
拝
受
し
、
大
谷
光
演
正
使

率
い
る
奉
迎
使
節
団
は
、
ド
イ
ツ
商
船
マ

ー
ラ
ッ
ト
号
で
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
す
。

   

出
航
二
日
後
の
二
十
一
日
、
難
破
が
懸

念
さ
れ
る
ほ
ど
の
激
し
い
嵐
に
遭
遇
。

   

使
節
団
一
行
は
、
か
つ
て
嵐
の
中
を
遣

唐
使
と
し
て
渡
海
し
た
最
澄
や
空
海
、
五

度
の
難
破
を
乗
り
越
え
て
来
日
し
た
鑑
真

等
、
先
人
の
苦
難
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ

た
と
伝
わ
り
ま
す
。

   

二
十
四
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
入
港
し
、

数
日
間
滞
在
。
三
十
日
、
使
節
団
は
モ
ル

タ
号
に
乗
船
し
て
出
航
し
ま
す
。

   

七
月
六
日
、
香
港
に
入
港
す
る
と
日
本

大
菩
提
会
（
六
月
十
一
日
に
帝
国
仏
教
会

か
ら
改
組
）
か
ら
至
急
電
。
そ
の
後
の
上

海
寄
港
を
止
め
る
よ
う
に
と
の
指
示
で
す
。

   

中
国
で
列
強
諸
国
に
反
発
す
る
義
和
団

の
反
乱
が
拡
大
。
上
海
も
危
険
で
あ
る
と

の
情
報
で
し
た
。

   

使
節
団
は
上
海
に
向
か
う
モ
ル
タ
号
を

下
船
。
七
日
、
香
港
か
ら
長
崎
に
向
か
う

ロ
ヒ
ラ
号
に
乗
り
換
え
て
出
航
。
十
日
、
長

崎
の
外
海
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
★
長
崎
晧
台
寺

   

十
一
日
早
朝
、
外
海
に
停
泊
す
る
ロ
ヒ

ラ
号
に
出
迎
え
の
小
汽
船
が
到
着
。

   

使
節
団
は
小
汽
船
に
乗
り
換
え
て
長
崎

の
大
波
止
（
お
お
は
と
）
港
に
ご
真
骨
と

と
も
に
上
陸
。
使
命
を
果
た
し
ま
し
た
。

   

港
で
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
群

衆
が
出
迎
え
。
地
元
の
鎮
西
新
聞
は
「
仏

骨
物
語
」
と
い
う
連
載
記
事
を
掲
載
。
当

時
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

   

上
陸
し
た
使
節
団
は
曹
洞
宗
の
晧
台
寺

（
こ
う
た
い
じ
）
に
向
か
い
ま
し
た
。
長

崎
三
大
寺
（
皓
台
寺
、
本
蓮
寺
、
大
音
寺
）

の
ひ
と
つ
で
す
。
晧
台
寺
に
は
九
州
各
地

か
ら
僧
侶
や
信
徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

   

十
二
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
各
宗

派
に
よ
る
ご
真
骨
の
法
要
が
営
ま
れ
ま
し

た
。

晧
台
寺
の
住
職
は
名
古
屋
出
身
の
金
峰
玉

仙
（
き
ん
ぽ
う
ぎ
ょ
く
せ
ん
）
。
歴
代
住

職
の
中
で
も
最
も
長
く
在
職
し
「
重
興
」

と
し
て
尊
敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
真
骨
が

初
め
て
日
本
で
仮
安
置
さ
れ
た
寺
の
住
職

の
出
身
地
・
名
古
屋
に
、
最
終
的
に
奉
安

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
も
奇
縁
で
す
。

   

十
五
日
、
仏
舎
利
と
使
節
団
は
長
崎
を

発
っ
て
列
車
で
門
司
に
向
か
い
ま
し
た
。

   

諫
早
、
博
多
、
小
倉
な
ど
、
停
車
駅
に

は
近
隣
寺
院
の
僧
侶
や
信
徒
が
集
ま
り
、
大

歓
迎
。
夕
刻
、
門
司
か
ら
馬
関
丸
に
乗
船
。

十
六
日
未
明
、
徳
山
へ
到
着
。
徳
山
か
ら

は
鉄
道
で
神
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。

   

五
月
二
十
三
日
に
海
路
で
神
戸
を
発
っ

て
約
二
ヶ
月
、
七
月
十
六
日
夕
方
、
使
節

団
は
鉄
路
で
神
戸
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

★
四
天
王
寺
、
東
本
願
寺
、
妙
法
院

   

使
節
団
は
神
戸
で
一
泊
し
、
十
七
日
、
列

車
で
大
阪
入
り
。
ご
真
骨
を
鳳
輿
に
乗
せ
、

各
宗
派
の
僧
侶
や
信
徒
、
関
係
団
体
が
行

列
を
整
え
て
梅
田
駅
か
ら
御
堂
筋
を
南
下

し
て
四
天
王
寺
に
向
か
い
ま
し
た
。
行
列

に
は
駐
日
タ
イ
公
使
ピ
ヤ
・
リ
チ
ロ
ン
グ
・

オ
ナ
チ
ェ
ッ
ト
も
加
わ
り
、
沿
道
は
歓
迎

の
人
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

   

十
八
日
、
四
天
王
寺
で
終
日
拝
迎
式
が

行
わ
れ
、
参
拝
者
は
数
万
人
に
及
び
ま
し

た
。

   
十
九
日
、
ご
真
骨
を
納
め
て
赤
地
大
和

錦
で
覆
っ
た
聖
櫃
を
奉
じ
、
使
節
団
は
天

王
寺
駅
、
梅
田
駅
を
経
て
、
午
前
九
時
十

七
分
に
京
都
七
条
駅
に
到
着
。

   

百
一
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
各

寺
院
の
梵
鐘
が
鳴
り
響
き
、
国
旗
や
仏
旗

を
振
る
群
衆
を
か
き
分
け
、
聖
櫃
は
東
本

願
寺
に
入
り
、
阿
弥
陀
堂
を
経
て
大
師
堂

内
陣
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

   

午
後
一
時
、
仮
奉
安
所
に
定
め
ら
れ
て

い
た
東
山
妙
法
院
に
向
か
う
大
行
列
が
東

本
願
寺
を
出
発
し
ま
し
た
。

   

東
山
妙
法
院
は
貴
族
や
皇
族
の
子
弟
が

歴
代
住
持
を
務
め
る
別
格
寺
院
「
門
跡
」
の

ひ
と
つ
。
青
蓮
院
、
三
千
院
と
と
も
に
天

台
三
門
跡
と
称
さ
れ
る
名
門
寺
院
。

   

東
本
願
寺
か
ら
妙
法
院
に
至
る
約
三
キ

ロ
の
沿
道
に
は
、
露
店
が
立
ち
並
び
、
大

群
衆
を
規
制
す
る
竹
矢
来
が
設
置
さ
れ
、
三

間
（
約
五
・
五
メ
ー
ト
ル
）
お
き
に
巡
査

が
立
哨
す
る
物
々
し
さ
。

   

夏
も
盛
り
。
暑
さ
対
策
と
し
て
、
行
路

頭
上
に
白
木
綿
の
日
よ
け
が
延
々
と
張
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

   

行
列
は
、
先
払
い
、
天
童
子
を
先
頭
に
、

各
宗
派
の
管
長
、
僧
侶
団
、
タ
イ
公
使
、
奉

迎
使
節
団
と
続
き
、
そ
の
後
ろ
に
は
信
徒
、

門
徒
が
連
な
り
ま
し
た
。

   

京
都
市
内
各
寺
院
が
打
ち
鳴
ら
す
梵
鐘

と
人
々
が
唱
え
る
念
仏
、
お
題
目
等
が
響

く
中
、
午
後

二
時
五
十
五

分
に
行
列
の

先
頭
が
妙
法

院
に
到
着
し

た
時
に
、
行

列
の
末
尾
は

ま
だ
東
本
願

寺
を
出
発
で

き
な
い
ほ
ど

の
大
行
列
だ

っ
た
そ
う
で

す
。

★
奉
安
地
選
定
委
員
会

   

さ
て
、
い
よ
い
よ
覚
王
殿
の
建
設
場
所

を
巡
っ
て
騒
動
が
始
ま
り
ま
す
。
な
か
な

か
決
定
で
き
な
い
仏
教
界
。
奉
安
地
選
定

委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。


